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消費生活トラブル情報

銀行の業界団体を名乗る男から、「消費税増税の関係で、高齢者に社会保険料の一
部が戻ることとなった。通帳とキャッシュカードの番号を教えてほしい。お宅は4万円戻
る」と電話があった。

参照先：国民生活センターHP：http://www.kokusen.go.jp/mimamori/pdf/shinsen346.pdf

●着信番号通知や留守番電話機能、警告メッセージ付き通話録音装置を活用し、知っ

ている人以外の電話には直接出ないということもトラブルを避ける一つの方法です。

困ったときは、早めにお近くの消費生活センター等に御相談ください。

●社会的に話題になっている出来事を悪用し、言葉巧みに近づく詐欺の手口が見ら

れます。消費税率の引上げに便乗した手口の発生が予想され、注意が必要です。

●金融機関や行政等が、消費税増税を理由に消費者個人に電話を掛けてくることは

ありません。「お金が戻ってくる」等と言われても信用してはいけません。



事故情報

１ 浴槽に水を入れずにスイッチを入れたため、使用中の石油ふろがまから出火し、

住宅を全焼した。

２ ガスふろがまの排気口付近に置いた稲わらに火がついて、周辺を焼失する火災

が発生した。

事 例

消費者ホットライン「１８８」 御案内の流れ

郵便番号が分かる 1

郵便番号が分からない 2

○郵便番号（7桁）入力

○固定電話の場合は地域を
選択。携帯の場合は最寄りの窓口へ

お住まいの市町の

消費生活センターや相談窓口

山口県消費生活センターなど

又はを押す

お知らせ 消費者啓発出前講座の講師を派遣します

山口県消費生活センターでは、県内の公民館や学校などで行われる学習
会や会合に、無料で消費者講座の講師を派遣します。

講師の派遣を希望される場合は「講師派遣申請書」をダウンロードして、
郵送・ＦＡＸ・メール等でお申し込みください。

申込日により派遣できないことがありますので、
申請はお早めにお願いします。

ふろがまの事故に注意！

●ふろがまを使用する際は、水栓が緩んでいないか、
浴槽に十分な量の水が入っているか確認する。

注意事項

参照先：NITE（独立行政法人製品評価技術基盤機構）PSマガジン
https://www.nite.go.jp/jiko/chuikanki/mailmagazin/2018fy/psm_vol319_181023.html

●屋外排気口付近を定期的に清掃する。

●ふろがまの周囲や排気口付近にものを置かない。
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お知らせ 「まなべる」の御紹介

「まなべる」は、専用端
末で消費生活トラブルの
疑似体験ができる体験
ゾーンや、書籍やDVDの
貸出を実施する情報
ゾーンがあります。

体験学習型 消費者教育施設


